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2022年（令和4年）２月　王寺町議会だより　第140号 本会議トピックス

【令和３年　第４回（１２月）定例会】
会　期　令和３年１２月７日～１６日（１０日間）

専決処分事項の報告（１件）・補正予算（４件）・
条例制定（２件）・条例改正（５件）・変更契約（１件）・
規約変更（１件）・調停申請（１件）・意見書（２件） 　　計１７件

　

国
の
予
備
費
に
よ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
の
た
め
、
１８
歳
ま

で
の
子
ど
も
を
持
つ
年
収
９

６
０
万
円
未
満
の
世
帯
に
、

子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円

を
１２
月
か
ら
支
給
す
る
も

の
（
令
和
３
年

１２
月
１
日
専

決
処
分
）

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
） 

●
旧
王
寺
北
小
学
校
施
設
条

例
の
制
定

●
王
寺
町
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
の
制
定

●
王
寺
町
立
学
校
使
用
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
寺
子
屋
塾
の
設
置

及
び
運
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会
】

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算

（
第

１２
回
委
員
会
）

　

１２
月
１４
日
に
開
催
し
各
Ｐ

Ｔ
の
進
捗
状
況
の
説
明
を
受

け
る

（
主
な
も
の
を
掲
載
）

【
教
育
課
程
Ｐ
Ｔ
】

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対

応
」
と
し
て
は
、
小
学
５
・

６
年
生
の
外
国
語
科
の
授
業

に
お
い
て
「
書
く
こ
と
」
に

時
間
数
を
費
や
し
指
導
を
し

て
い
る
。「
ふ
る
さ
と
王
寺
の

理
解
と
愛
情
を
育
む
教
育
の

推
進
」
と
し
て
は
、「
和
」（
や

わ
ら
ぎ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指

導
教
材（
案
）を
作
成
中
。「
情

報
化
へ
の
対
応
」
と
し
て
は
、

小
学
６
年
生
を
対
象
に
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
を

実
施
し
、
児
童
の
読
解
力
を

可
視
化
し
、
客
観
的
な
デ
ー

タ
に
基
づ
き
分
析
を
行
い
、

学
力
向
上
や
授
業
改
善
に
つ

な
げ
る
。
個
別
最
適
化
学
習

の
取
組
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
。「
義
務
教
育
学
校

　

香
芝
市
が
実
施
す
る
事

業
の
経
費
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
１１
月
５
日
に
施
行
さ
れ

た
「
香
芝
・
王
寺
環
境
施
設

組
合
事
務
処
理
に
係
る
条

例
（
※
）」
の
分
担
金
と
し

て
支
弁
を
求
め
ら
れ
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
王
寺
町

と
香
芝
市
と
の
間
に
お
け
る

経
費
負
担
に
係
る
紛
争
を

地
方
自
治
法
第
２
５
１
条
の

２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
調

停
に
付
す
る
こ
と
を
奈
良
県

知
事
に
申
請
す
る
も
の

　

奈
良
県
の
指
導
に
よ
る
、

安
全
確
保
の
た
め
の
「
仮

設
沈
砂
池
設
置
工
」
及
び

「
法
面
工
」
を
追
加
、
ま
た
、

立
ち
枯
れ
な
ど
の
危
険
木

の
「
伐
採
工
」
の
追
加
に

伴
う
増
額
。
消
費
税
を
含

め
、９
１
９
万
円
を
増
額
し
、

８
千
５
８
万
円
で
変
更
契
約

を
締
結
す
る
も
の
（
契
約
相

手
方
・
株
式
会
社
春
山
組
）

（
第

１２
回
委
員
会
）

　

１１
月

２９
日
に
開
催
し
、

次
の
３
点
に
つ
い
て
委
員

に
説
明

①
昨
年
３
月
に
新
庁
舎
と

な
っ
た
柏
原
市
役
所
の
議

　

奈
良
広
域
水
質
検
査
セ

ン
タ
ー
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
う
ち
、
令

和
４
年
４
月
１
日
を
も
っ

て
、
磯
城
郡
３
町（
川
西
町
、

三
宅
町
、
田
原
本
町
）
が
磯

城
郡
水
道
企
業
団
と
し
て

水
道
事
業
を
開
始
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
組
合
組
織
を

構
成
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら

規
約
を
変
更
す
る
も
の

令
和
３
年
度
王
寺
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）
に
つ
い
て

【
原
案
承
認
】

自
治
紛
争
処
理
委
員
へ

の
調
停
の
申
請
に
つ
い

て

【
原
案
可
決
】

明
神
山
参
道
改
修
工
事

請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て

【
原
案
可
決
】

奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン

タ
ー
組
合
を
組
織
す
る
構

成
団
体
数
の
減
少
及
び
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

変
更
契
約

規
約
変
更

専
決
処
分
事
項
の
報
告

調
停
の
申
請

12月
定例会

子育て世帯への支援の状況
・専決処分（一般会計補正予算
（第7号））
先に承認した5万円と合わせて、
国の方針変更により、子ども１人
あたり、現金10万円を12月から
一括支給するもの
※12月21日専決処分
・専決処分（一般会計補正予算
（第8号））
所得制限等支給対象外の世帯に
も地方創生臨時交付金を活用し
て子ども１人あたり、現金10万円
を支給するもの
※1月12日専決処分

本
会
議（
12
月
７
日
）

本
会
議（
12
月
16
日
）

会
期
中
の
報
告

委
員
会
付
託
案
件

閉
会
中
の
報
告
（
議
会
改
革
特
別
委
員
会
）

（
義
務
教
育
学
校
特
別
委
員
会
）

の
強
み
を
生
か
し
た
教
育
の

推
進
」
の
相
互
乗
り
入
れ
授

業
の
取
組
と
し
て
は
、
中
学

校
教
員
に
よ
る
小
学
校
の
専

科
指
導
（
理
科
・
保
健
体
育

科
）
に
加
え
、
算
数
科
も
専

科
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

【
総
務
Ｐ
Ｔ
】

　

通
学
路
に
お
け
る
課
題
箇

所
の
対
策
を
行
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
「
地
域
ぐ
る

み
学
校
見
守
り
隊
」
を
結

成
し
、
見
守
り
体
制
を
強
化

す
る
。
王
寺
南
義
務
教
育
学

校
に
つ
い
て
、
現
王
寺
南
小

学
校
校
舎
は
「
太
子
学
舎
」、

現
王
寺
南
中
学
校
校
舎
は

「
畠
田
学
舎
」
と
す
る
。
王

寺
北
義
務
教
育
学
校
及
び
王

寺
南
義
務
教
育
学
校
の
校
歌

が
披
露
さ
れ
た
。

【
施
設
設
備
Ｐ
Ｔ
】

　

工
事
進
捗
率（
１１
月
末
時
点
）

・
北
（
約
８２
％
）

・
南
（
約
５４
・
３
％
）

（
第
１
号
）

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

●
王
寺
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
●
王
寺
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

会
棟
の
視
察
報
告
や
柏
原

市
議
会
で
の
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
利
用
し
た
一
般
質

問
の
実
施
方
法
等　

②
本

町
議
場
内
で
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
質
問
を
し
た
場
合
の

概
算
費
用　

③
「
オ
ン
ラ

イ
ン
本
会
議
の
実
現
に
必

要
と
な
る
地
方
自
治
法
改

正
を
求
め
る
意
見
書
」
を

委
員
に
提
案
説
明

　　　香芝・王寺環境施設組合事務処理に係る条例
　　（目的）
第 1 条　この条例は、香芝・王寺環境施設組合規約（昭和 51 年奈

良県指令地第 275 号。以下「規約」という。）第 3 条に規定する
共同処理する事務について必要な事項を定めることを目的とする。

　　（共同処理する事務の範囲）
第 2 条　規約第 3 条に規定する事務は、次の各号のいずれかに該当

する場合を含むものとする。
　（１）ごみ焼却施設の廃止に伴う当該施設の解体
　（２）ごみ焼却施設の改修
　（３） ごみ焼却施設の設置に伴い周辺地域に対して実施するコミュ

ニティ施設、周辺道路等及び関連施設等の整備
　　（経費の負担区分）
第 3 条　前条各号の事務に要する経費については、規約第 12 条第

1 項第 1 号の負担区分の割合とする。
２　前条第 3 号の事務に要する経費については、ごみ焼却施設が立

地する組合市町が負担し、他の組合市町がその一部を当該市町に
補助するものとする。

３　前項の補助相当額については、当該経費に充当すべき補助金及
び地方債の額から普通地方交付税交付金の算定となる基準財政需
要額に算入される金額を減じて得られた額を基礎として、第 1 項に
よる負担割合による分担金相当額とする。

　　　附　則
この条例は、公布の日から施行する。（令和 3 年 11 月 5 日）

【経　緯】
　令和３年１０月２７日、組合議会の当日に、突
然、香芝市議員から発議により提出され、香
芝市議員（４人）と王寺町議員（議長を除く３人）
との意見の隔たりが大きい中、十分な法令審
査や質疑がなされないままに左記条例が採択

（可決）されたものであり議会制民主主義の
否定につながるものである。

【調停申請の理由】
　当条例は、地方自治法第２８６条に定める
手続きを経ぬ無効なものである。香芝市が負
担しなければならない香芝市の市道などの経
費を王寺町に求めるものであり、この行為は
地方財政法第２８条の２により禁じられている。
このように、王寺町がこれらを負担する義務
がないことを確定するため、県の自治紛争処
理委員による調停を仰ぎ、双方の協議と合意
により問題の解決を図るもの。

〔調停申請日〕令和３年 12 月 21 日

（※）香芝・王寺環境施設組合事務処理に係る条例に関する調停について

香芝・王寺環境施
設組合とは？

　王寺町と香芝市が共
同でごみ焼却施設を運
営する一部事務組合

解　説
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※全案件について、「全会一致」で原案可決・承認されました。

本会議トピックス

コロナ禍による米価下落対策を求める意見書
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で外食産業における米の需要が減少したことなどにより、令和２年産米の民
間在庫量は増加しており、市場価格が下落しています。
　奈良県農協の県産ヒノヒカリの買い上げ価格は１俵（６０㌔）１，８００円下落の１１，５００円で昨年を上回る下落幅と
なり、５０年近く前の米価となっています。昨年のウンカ被害に続く米価の下落に対して多くの米農家は「米価の暴落
で機械も買い替えできないのでもう米づくりをやめる」「米づくりをあきらめる人が集落で益々増えて放棄地だらけにな
る」など農家の営農意欲を減退させる米価暴落に危機感が広がっています。
　このため、コロナ禍において必要性が高まっている子ども食堂、生活困窮者や学生などへの食糧支援の更なる強化
など、従来の政策的枠組みにとらわれることなく、備蓄米を有効に活用すること等によって在庫を圧縮し、生産農家
を支援することが緊急に求められています。
　よって、政府におかれては、米生産者を保護するため、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で米の需要が減少し
たことにより生じた過剰米の買入れをはじめ、米価の下落に対する緊急対策を講じられるよう強く求めます。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和３年１２月１６日

王 寺 町 議 会
　【提出先】衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・農林水産大臣・内閣官房長官

オンライン本会議の実現に必要となる地方自治法改正を求める意見書
　当町議会においては、今般の新型コロナウイルス感染症対策に関して、本会議や委員会の時間についてできる限り
の短縮を図り、議場におけるアクリル板設置、出席理事者の限定、インターネット中継での傍聴の推奨など、本会議
や委員会での密を避け、感染症拡大防止に努めつつ、議会の権能と責務を果たしているところである。
　今後、新型コロナウイルス感染症だけではなく、何らかの災害により相当数の議員が議場に参集できないような状
況も考えられる。発災時において、急を要する議案の審議、議決が求められる事態も十分に想定される。定足数を
満たす人数の議員が招集場所である議場に参集出来ない状態でも、議案審議、表決などの議会運営方法が確立さ
れていなければ、首長の専決処分を漫然と許すこととなり、議会不要論が増幅することが危惧される。
　また、少子高齢化社会が到来する中で、育児や介護で容易に外出できない議員であっても、自宅から議案審議や
表決への参加の手段が確保することができれば、集団の知である議会を構成する議員の多様性を確保することにな
る。また、現在、町村議会において、議員のなり手不足が問題となっているが、議案審議や表決への参加方法の多
様性を確保することにより、議員のなり手不足解消にも繋がる。
　昨今の情報通信技術の発展とともに、世界的には、既に英国議会ではオンライン議会を実用化している。しかし
ながら、我が国においては、地方自治法第１１３条及び第１１６条第１項における「出席」の概念が、現に議場にいるこ
とと解されているため、オンライン会議による本会議運営は現行法上困難とされている。
　本会議の開催が、情報通信技術による仮想空間での議会審議への参加、表決の意思表示によっても可能となるよ
う、議場への出席が困難な場合には、会議規則により参集場所または出席場所の複数指定や変更ができる旨を地方
自治法において明文化すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和３年１２月１６日

王 寺 町 議 会
　【提出先】衆議院議長 参議院議長 内閣総理大臣 総務大臣 法務大臣

※「全会一致」で原案可決しました。意 見 書 オ
ン
ラ
イ
ン
本
会
議
の

実
現
に
必
要
と
な
る
地

方
自
治
法
改
正
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価

下
落
対
策
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

意

見

書

【
提
出
者
】若

林 

か
ず
み 

議
員

※
意
見
書
（
５
ペ
ー
ジ
）

【
提
出
者
】幡

野 

美
智
子 

議
員

※
意
見
書
（
５
ペ
ー
ジ
）

議　案　名

（報第１２号） 【承　　認】〔専決処分事項の報告〕　
令和３年度王寺町一般会計補正予算（第５号）について

（議第６４号） 【原案可決】  令和３年度王寺町一般会計補正予算（第６号）について

（議第６５号） 【　  〃 　 】  令和３年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

（議第６６号） 【　  〃 　 】  令和３年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

（議第６７号） 【　  〃 　 】  令和３年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第２号）について

（議第６８号） 【　  〃 　 】  旧王寺北小学校施設条例の制定について

（議第６９号） 【　  〃 　 】  王寺町立学校給食センター設置条例の制定について

（議第７０号） 【　  〃 　 】  王寺町立学校使用条例の一部を改正する条例について

（議第７１号） 【　  〃 　 】  王寺町寺子屋塾の設置及び運営に関する条例の一部を改正する条例について

（議第７２号） 【　  〃 　 】  王寺町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例について

（議第７３号） 【　  〃 　 】  王寺町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について

（議第７４号） 【　  〃 　 】 王寺町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

（議第７５号） 【　  〃 　 】  明神山参道改修工事請負契約の変更について

（議第７６号） 【　  〃 　 】  奈良広域水質検査センター組合を組織する構成団体数の減少及び規約の変更について

（議第７７号） 【　  〃 　 】  自治紛争処理委員への調停の申請について

（発議第１５号） 【　  〃 　 】オンライン本会議の実現に必要となる地方自治法改正を求める意見書について

（発議第１６号） 【　  〃 　 】コロナ禍による米価下落対策を求める意見書について

【第４回定例会】議決結果（１２月７日・１６日）
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歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億２千５７１万１千円を追加し、総額を１４１億６千８９２万１千円とするもの
【主な歳入】

〇国庫支出金
・新型コロナウイルスワクチン接種事業費（＋３千６６５万３千円）
・介護給付費・訓練等給付費負担金（＋１千３１１万円）
・障害児通所支援給付費負担金（＋６０７万９千円）
・更生医療給付費負担金（＋４２４万５千円）　など

〇県支出金
・介護給付費・訓練等給付費負担金（＋６５５万５千円）
・障害児通所支援給付費負担金（＋３０３万９千円）
・保険基盤安定負担金（＋２７０万円）　

〇繰入金〔財政調整基金〕（＋１千３５２万８千円）
〇町債〔緊急河川改修事業債〕（＋１千２５０万円）　など

【主な歳出】
・新型コロナウイルスワクチン接種事業（＋３千７０６万３千円）
・介護給付費・訓練等給付費（＋２千６２２万円）
・障害児通所給付費（＋１千２１５万８千円）
・更生医療給付費（＋８４９万円）
・下水路事業〔葛下川・風呂川合流点水路床改修工事〕（＋１千２５０万円）
・資源ごみ回収ステーション用集積庫・ごみ集積所管理器材等購入補助 （＋３２５万９千円）など
・地域ぐるみ学校見守り隊結成に係る啓発物品（＋114 万 7 千円）

【趣　　旨】　令和４年４月の義務教育学校開校に伴い、王寺町寺子屋塾の実施場所及び対象区域等について条例
を改正するもの

【主な内容】　王寺町寺子屋塾の実施場所及び対象区域

【施行日】　令和４年４月１日

・平成２７年１２月に令和６年度を目標年度として策定した計画の中間見直し
・義務教育学校の開校、いずみスクエアの整備、教育におけるＩＣＴ化、新型コロナウイルス感染症への対応等、本町

の教育を取り巻く環境が急激に変化していることから、令和４年度から６年度までの３年間の計画期間において、こ
れらの環境変化に適応した教育施策を的確に推進するため中間見直しを行う

・検討懇話会やパブリックコメントで様々な意見を伺い、令和４年３月に改訂版が完成予定

○令和 3 年度の時限措置
①使用料の５０％減免措置の状況（児童生徒の発表会等）

→やわらぎ会館、いずみスクエア、文化福祉センター、地域交流センターでの町内在住の児童生徒が１人以上参
加する発表会等が対象

　※令和 3 年度の実績件数 6 件、うち、減免適用は 3 件（令和 3 年１１月末時点）
②いずみスクエア利用時間・料金区分の細分化（１／２措置）

①②それぞれ、新型コロナウイルス感染症の影響により、通常の利用形態ではなく、利用件数も少ないため時
限措置を延長

○義務教育学校の開校に伴い閉校となる学校の余剰グランドピアノを令和 4 年 4 月からやわらぎ会館に設置予定

・令和４年９月末を目途に用地取得を行い、令和４年１０月から工区を分割して、用地取得した箇所から工事着手予定。
※第１工区（令和６年３月末までに完成予定）・第２工区（令和７年３月末までに完成予定）
・泉の広場の既存テニスコートの撤去は、令和５年度内に撤去予定

・３市４町（大和高田市・香芝市・葛城市・上牧町・王寺町・広陵町・河合町）で実施する広域連携を推進するため、
令和２年３月に設置され、公共施設の相互利用について検討している

・各市町の文化施設の大ホールや体育館を対象に施設の選定や課題整理を行い、令和４年度中の相互利用の社会
実験開始に向け準備を進めていく。

・非常時優先業務の洗い出しや業務の実施に必要な人員の調査を実施し、検討を重ね、３月末の策定を目指す
・ 「昭和５７年水害」等を教訓とするとともに、国・県等の新たな動向にも対応し、また、新型コロナウイルス等の感染

症を考慮した計画とする

【趣　旨】　令和４年４月の義務教育学校開校に伴い、廃校となる王寺北小学校を廃校後も住民の自
主的な社会教育活動などの場として使用できるよう、新たに条例を制定するもの

【主な内容】　廃校となる王寺北小学校の体育館や屋外運動場の使用における申請、許可、使用制限
等について定めるとともに施設使用料や空調設備の使用料を設定する

【施行日】　令和４年４月１日

【趣　旨】　令和４年４月の義務教育学校開校に合わせ、新たに王寺町立学校給食センターを設置する
ため条例を制定するもの

【主な内容】　施設名称及び位置：王寺町立学校給食センター（王寺町本町１丁目２０番４５号）
【施行日】　令和４年４月１日

【趣　旨】　令和４年４月の義務教育学校開校に伴い、新設される王寺北義務教育学校の施設使用料
の設定やニーズに合わせた施設の利用及び効率的な施設運用を行うため条例を改正するもの

【主な内容】　王寺義務教育学校（北・南）の各体育館等の施設使用料及び空調設備の使用料を設定
する

【施行日】　令和４年４月１日

【補正予算】

【報　　告】

【条例制定・改正】

令和３年度王寺町一般会計補正予算（第６号）について

王寺町寺子屋塾の設置及び運営に関する条例の一部を改正する条例について

王寺町教育振興ビジョン（教育振興計画）の中間見直し

施設使用料の減免措置規定等の運用状況

泉の広場防災公園整備事業の進捗状況

公共施設に関する中和・西和広域連携検討会

王寺町業務継続計画（BCP）策定における進捗状況

旧王寺北小学校施設条例の制定について

王寺町立学校給食センター設置条例の制定について

王寺町立学校使用条例の一部を改正する条例について

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

実施場所 対象区域

王寺町立王寺北義務教育学校
王寺北義務教育学校の通学区域

王寺町やわらぎ会館

王寺町立王寺南義務教育学校
王寺南義務教育学校の通学区域

王寺町王寺南公民館
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【補正予算】

【条例改正】

歳入歳出予算の総額にそれぞれ２千２９６万１千円を追加し、総額を２４億３千９６万１千円とするもの
【主な歳入】　県支出金〔保険給付費等交付金〕（＋２千２７万１千円）　など
【主な歳出】　保険給付費（＋２千２７万１千円）　など

歳入歳出予算の総額にそれぞれ２千４４７万２千円を追加し、総額を４億２千４７万２千円とするもの
【歳　入】　後期高齢者医療保険料（＋２千４０２万７千円）　・繰越金（＋４４万５千円）
【歳　出】　後期高齢者医療広域連合納付金（＋２千４４７万２千円）

〔介護保険事業〕
歳入歳出予算の総額にそれぞれ２０万１千円を追加し、総額を２０億２千６２４万６千円とするもの

〔介護サービス事業〕
歳入歳出予算の総額にそれぞれ９５万６千円を追加し、総額を５９８万９千円とするもの

【趣　旨】　
厚生労働省令の一部改正に伴い、条例を改正するもの

【主な内容】 
書面等の記録、作成等について、電磁的記録（パソコン等）により行うことができるとするもの

【施行日】　公布の日 

【趣　旨】　
内閣府令の一部改正に伴い、条例を改正するもの

【主な内容】 
・書面等の記録、作成等について、電磁的記録（パソコン等）により行うことができるとするもの
・保護者への説明、同意等について、電磁的方法（メール等）により行うことができるとするもの

【施行日】　公布の日

【趣　旨】　
健康保険法施行令の一部改正に伴い、条例を改正するもの

【改正内容】 
出産育児一時金の支給額を下表のとおり改正

令和３年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

令和３年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

令和３年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第2号）について

王寺町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について

王寺町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について

王寺町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【施行日】　令和４年１月１日

・委員会開催日（１２月１３日）現在の接種状況について説明を受ける（状況は日々 更新されるため、内容は割愛）
・追加接種について、委員会開催日時点で厚生労働省から正式に通知のある情報をもとに、概要報告を受ける

（最新情報は、王寺町公式サイトで確認できます）

①資源ごみ回収ステーションの設置（町内４カ所）
　・新聞、雑誌、空き缶、ペットボトルなどの資源ごみを回収
　・旧中央公民館、清掃事務所、いずみスクエア、文化福祉センターに設置
②ごみ集積所管理器材等購入補助
　・家庭ごみの飛散防止やカラスなどによるごみ散乱防止対策として、自治会を対象に、 「ごみ散乱防止ネット」、 

「折りたたみ式ボックス」、「箱型ボックス」の購入に係る補助を行う
　　※補助限度額あり（補助率：購入価格の２分の１）
　・令和３年４月以降の購入分から遡及適用し、令和６年３月までの３年間継続

【完了工事】　
本町１丁目地内配水管改良工事（仮設・本設）

【施工中】　
第二浄水場電気設備更新工事（進捗率 : 約５０％）
県道畠田藤井線配水管改良工事（進捗率 : 約８０％）
久度１丁目地内配水管改良工事

　（令和 3 年１２月２２日入札予定）
久度 3 丁目地内配水管改良工事

　（令和 4 年１月入札予定）

〇全体の進捗率
　➡ 92％（34 件／43 件）

〇工種ごとの進捗率（完了件数）
・道路新設改良工事
　➡ 75％（０件／１件）

・舗装新設改良工事
　➡ 75%（１件／５件）

・道路維持修繕工事
　➡ 95％（１２件／１４件）

・水路新設改良工事
　➡ 67％（１件／３件）

・水路維持修繕工事
　➡ 100％（２０件／２０件）

【報　　告】
新型コロナワクチン接種における接種状況及び追加接種（３回目接種）

王寺町ごみ減量・分別プロジェクトの進捗状況

令和３年度上水道事業の進捗状況 令和３年度町内要望土木工事の進捗状況

改正前 改正後 該当する条例・規則

出産育児一時金 ４０万４千円 ４０万８千円 王寺町国民健康保険条例

産科医療補償制度掛金 １万６千円 １万２千円 王寺町国民健康保険条例施行規則

支給総額 ４２万円 ４２万円

折りたたみ式ボックス 箱型ボックス

ステーションの見回りの回数を増やし、
ごみの量に応じて、ごみ回収ボックスを
増やすなどの対応を行う

広報紙等で啓発する

年度内に完了できる見込みである

【 Ａ 】

【 Ａ 】

【 Ａ 】

他所のごみ回収ステーションで、ペットボ
トルがごみ回収ボックスに入りきらずに
ボックス周囲に置かれているのを見かけ
るが、その対策は

ごみ集積所で、折りたたみ式ボックスが
ごみ回収後も、そのまま放置されている
のをよく見かけるが、啓発はできないか

入札予定の配水管改良工事は年度内に完
了できるのか

【 Ｑ 】

【 Ｑ 】

【 Ｑ 】
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令
和
４
年

度
よ
り
地
方
公
共
団
体
実

行
計
画
の
策
定
の
過
程
で
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
町
内

気
候
危
機
に
対
処

す
る
た
め
、
今
世

紀
中
に
産
業
革
命
前
か
ら

の
気
温
上
昇
を
１・
５
度
に

抑
え
る
こ
と
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ

２６

で
正
式
に
目
標
と
な
り
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実

質
ゼ
ロ
に
す
る
脱
炭
素
社

気
候
危
機
と
地
方
計
画
に
つ
い
て

災
害
時
の
迅
速
な
避

難
に
つ
な
げ
る
た
め

改
正
災
害
対
策
基
本
法
が

４
月
に
成
立
し
、
災
害
弱

者
ご
と
の
個
別
避
難
計
画

の
作
成
が
市
区
町
村
の
努

力
義
務
と
な
っ
た
。
本
町
の

現
在
の
個
別
避
難
計
画
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

町
に
お
け
る

　
　
　

個
別
避
難
計
画
の
進
捗
状
況

平
常
時
か
ら
個
別
避
難
計
画
を
活
用
し
た

実
効
性
あ
る
自
主
防
災
活
動
に
取
り
組
む

協
議
会
の
設
置
で
実
効
性
の
高
い
計
画

策
定
を
し
て
い
き
た
い

総
務
部
理
事　

個
別

避
難
計
画
の
作
成
に

は
、
地
域
の
協
力
が
不
可

欠
と
な
る
た
め
、
ま
ず
は
、

各
自
治
会
へ
の
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
情
報
の
提

供
が
前
提
と
な
る
。
Ｈ

２６

年
１２
月
に
王
寺
町
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
に
関
す

る
条
例
を
施
行
し
た
後
、

各
自
治
会
に
対
し
、
名
簿

情
報
の
提
供
に
必
要
な
協

定
の
締
結
を
進
め
て
い
る

が
、
現
在
の
締
結
状
況
は

５３
自
治
会
中

２７
自
治
会
で

あ
る
。
現
在
も
、
自
治
会

長
の
皆
様
に
平
常
時
に
お

け
る
避
難
行
動
要
支
援
者

一 般 質 問

会
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ

た
。
コ
ロ
ナ
で
落
ち
込
ん
だ

経
済
を
立
て
直
す
に
あ
た

り
、
経
済
成
長
と
脱
炭
素

化
を
同
時
に
進
め
る
と
い

う
認
識
は
世
界
で
広
が
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
で
地
域

経
済
を
回
し
て
い
く
地
域

の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

発
電
を
増
加
さ
せ
る
の
か
、

協
議
会
を
設
置
し
、
専
門

家
等
の
意
見
を
参
考
に
検

討
す
る
。

名
簿
活
用
の
必
要
性
を
説

明
し
、
協
定
締
結
の
お
願

い
を
し
て
い
る
。
本
町
に
お

け
る
個
別
避
難
計
画
作
成

状
況
は
３
自
治
会

１５
人
分

で
名
簿
掲
載
に
同
意
さ
れ

た
９
８
５
人
の
１
・５
％（
Ｒ

３
年

１１
月

１９
日
現
在
）
で

あ
る
。
現
在
、
美
し
ヶ
丘

自
治
会
に
お
い
て
自
主
防

災
会
が
中
心
と
な
っ
て
対

象
者
を
訪
問
す
る
取
組
み

を
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例

を
参
考
に
、
本
町
に
お
け

る
個
別
避
難
計
画
作
成
の

令
和
３
年
第
２
回
定

例
会
（
６
月
議
会
）

に
お
い
て
「
本
町
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ

い
て
」
の
一
般
質
問
に
対
し

て
、
令
和
４
年
度
中
に
「
男

女
共
同
参
画
計
画
」
と
「
女

性
活
躍
推
進
計
画
」
を
あ

わ
せ
て
策
定
す
る
と
の
回

男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
の

　
　
　
　
　

推
進
状
況
に
つ
い
て

「
子
育
て
支
援
」「
女
性
の
就
業
・
起
業
支
援
」

「
男
性
の
家
事
育
児
参
加
」
を
基
本
に
計
画
を
策
定

地
域
整
備
部
参
事

令
和
３
年
９
月
に「
王

寺
町
男
女
共
同
参
画
計
画
等

策
定
委
員
会
」
を
設
置
。

委
員
は
、
県
の
男
女
共
同

参
画
審
議
会
元
会
長
な
ど

の
有
識
者
、
住
民
活
動
団

体
や
公
募
委
員
な
ど
で
構

成
さ
れ
、
定
員
は

１０
名
で

委
員
の
男
女
比
は
男
性
５

名
、
女
性
５
名
。

１２
月
に

第
１
回
策
定
委
員
会
を
開

催
し
、
計
画
策
定
の
た
め

の
実
態
調
査
と
し
て
、「
町

民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
内

容
を
審
議
い
た
だ
い
た
。
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
１
月
中

旬
に
無
作
為
抽
出
し
た

２０

歳
以
上
の
町
民
２
千
人
に

送
付
す
る
。
令
和
４
年
２

月
開
催
の
第
２
回
策
定
委

員
会
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
基
づ
い
た
骨
子
案
を
議

論
い
た
だ
く
。
令
和
４
年

度
に
は
、
骨
子
案
を
も
と

に
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

事
業
の
検
証
な
ど
を
行
い
、

計
画
素
案
を
作
成
し
、
９

月
開
催
予
定
の
第
３
回
策

定
委
員
会
で
計
画
案
を
固

め
る
。
そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ

（質問議員　７名）

令和３年第４回定例会
（令和３年１２月８日）

一般質問要旨

３月１日（火）
 ９時30分 議会運営委員会
 10時00分 本会議（施政方針・議事上程等）
３月２日（水）
９時30分 本会議（一般質問）
３月３日（木）
 ９時30分 総務文教常任委員会
３月４日（金）
 ９時30分 くらし環境常任委員会
３月８日（火）・９日（水）
 ９時30分 当初予算審査特別委員会
３月９日（水）
 13時30分 義務教育学校特別委員会
３月14日（月）
  9時30分 議会運営委員会
 10時00分 本会議

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場してください。
場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付してください。
（開始５分前までに受付を済ませてください。）

３月議会を開催します
（令和４年第1回定例会の予定）

各委員会

本会議

　議員が本会議で町の一般事務や将来に対する方
針などについて質問することです。
　本紙では、質問及び答弁の要旨
を掲載いたします。なお、右記のＱ
Ｒコード読み取りアクセスいただき
ますと、一般質問の録画映像を視
聴することができます。

～～  一 般 質 問  ～～

※変更の場合は、王寺町公式サイトでお知らせいたします。

〔新型コロナウイルス感染症対策〕
①傍聴の際は、手指消毒、マスク着用、検温にご協力願います。
（体調がすぐれない時は傍聴をお控え願います。）

②傍聴席の制限を行っています。
（本会議１０名以内・各委員会５名以内）

③本会議については、インターネット中継を積極的にご活
用下さい。

－－－－－－－－－　傍聴について －－－－－－－－－－

坂下 早苗 議員
（公明党）

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

１１

月
開
催
予
定
の
第
４
回
策

定
委
員
会
で
承
認
後
、
答

申
を
い
た
だ
く
。

　

着
実
に
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
た
め
に
、
本

町
の
男
女
共
同
参
画
の
取

組
の
３
本
柱
で
あ
る
「
子

育
て
支
援
」「
女
性
の
就
業
・

起
業
支
援
」「
男
性
の
家
事

育
児
参
加
」
を
基
本
に
特

性
を
活
か
し
た
計
画
を
策

定
す
る
。無

償
化
で
食
育
を
通

じ
て
将
来
を
担
う
子

ど
も
を
地
域
で
育
て
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
施
策
の
実
施
を
。

教
育
長　

食
育
の
大

切
さ
に
つ
い
て
家
庭
や

地
域
の
み
ん
な
が
関
心
を
持

拡
大
に
繋
げ
て
い
く
。
ま

た
、
す
で
に
協
定
を
締
結

さ
れ
て
い
る
自
治
会
に
対

し
て
は
、
個
別
避
難
計
画

の
作
成
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
王
寺
町
防
災
士

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
援
を

得
な
が
ら
、
協
働
に
よ
る

計
画
作
成
を
進
め
て
い
く
。

災
害
時
に
地
域
住
民
の
命

を
守
る
行
動
と
し
て
、
迅

速
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
、

平
常
時
か
ら
名
簿
情
報
を

自
治
会
及
び
自
主
防
災
会

な
ど
と
共
有
し
王
寺
町
防

災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン

バ
ー
が
直
接
地
域
に
出
向

く
な
ど
活
動
の
支
援
を
得

な
が
ら
、
個
別
避
難
計
画

を
活
用
し
た
、
実
効
性
の

あ
る
避
難
訓
練
な
ど
、
地

域
で
の
持
続
的
な
自
主
防

災
活
動
に
取
組
む
。

鎌倉 文枝 議員
（無所属）

幡野 美智子 議員
（日本共産党）

答
を
得
て
い
る
。
現
在
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

①
小
水
力
発
電　

②
設
置
可
能
な
建
物
の
屋

根
や
未
利
用
地
の
把
握
及

び
そ
の
所
有
者
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
を
考
え
る
個
人
や
団
体

等
の
事
業
者
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
窓
口
の
創
設
。

学
校
給
食
の
無
償
化

ち
、
考
え
を
共
有
す
る
た
め
に

も
、
食
材
費
相
当
の
実
費
負

担
と
し
て
給
食
費
の
徴
収
は

必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
支
援

が
必
要
な
家
庭
に
は
、
今
後
も

就
学
援
助
制
度
に
基
づ
き
支

援
を
行
っ
て
い
く
。
尚
、
給
食

費
を
無
償
化
す
る
と
年
間
約

９
千
万
円
の
一
般
財
源
が
必
要

と
な
る
。
町
の
施
策
全
体
の
緊

急
性
、
優
先
度
を
見
極
め
、
限

ら
れ
た
予
算
で
適
切
に
財
源
の

配
分
を
行
う
。
こ
の
た
め
、
現

時
点
で
、
給
食
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。
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令
和
２
年
１
月
に
西

和
医
療
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
に
、
西
和
地
域
病
児

保
育
室
（
い
ち
ご
ル
ー
ム
）

が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
施
設

は
西
和
地
域
５
町（
王
寺
町
・

平
群
町
・
三
郷
町
・
斑
鳩

町
・
上
牧
町
）
の
広
域
連

携
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お

西
和
地
域
病
児
保
育
室
の
運
営

保
護
者
が
安
心
し
て
子
育
て
と
仕
事
が

両
立
で
き
る
よ
う
運
営
し
て
い
く

健
康
子
育
て
支
援
部
長

①
５
町
全
体
の
予
算

額
は
１
千
６
８
７
万
円
で
、
内

訳
は
、
王
寺
町（
３
８
６
万
７

千
円
）、
平
群
町（
１
８
６
万

４
千
円
）、
三
郷
町（
４
７
０
万

９
千
円
）、
斑
鳩
町（
４
４
８

万
５
千
円
）、
上
牧
町（
１
９
４

万
５
千
円
）で
、
こ
の
運
営
費

用
の
約
９
割
は
保
育
士
２
人

と
看
護
師
１
人
の
人
件
費
と

な
っ
て
い
る
。
算
定
方
法
は
、

施
設
運
営
に
要
す
る
費
用
か

ら
補
助
金
や
利
用
料
収
入
を

差
し
引
い
た
金
額
を
、
均
等

割
２０
％
、
財
政
割

３０
％
、
利

用
者
割

５０
％
の
区
分
で
５
町

り
、
仕
事
な
ど
の
都
合
に

よ
り
家
庭
で
の
保
育
が
困

難
な
保
護
者
の
方
に
代
わ

り
、
病
気
中
の
子
ど
も
や

病
気
回
復
期
に
あ
る
子
ど

も
を
一
時
的
に
預
か
り
、
保

育
士
と
看
護
師
が
対
応
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の

３
点
を
伺
う
。

一 般 質 問

平
成

２９
年

１０
月
の

台
風

２１
号
に
よ
り
、

葛
川
堤
防
の
溢
水
で
本
町

地
区
に
浸
水
被
害
が
生
じ

た
。
県
で
は
、「
５
年
以
内

に
大
和
川
流
域
の
床
下
、

床
上
浸
水
ゼ
ロ
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
平
成
緊
急
内
水

対
策
事
業
を
立
ち
上
げ
、

葛
下
内
水
対
策
貯
留
池
整
備
事
業

（
新
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
含
む
）

葛
下
内
水
対
策
貯
留
池
整
備
事
業
は
令
和
５
年
度
末
に
、

新
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
令
和
６
年
度
末
の
完
成
を
目
指
す

当
事
業
の
適
地
候
補
地
と

し
て
葛
下
地
区
が
選
定
さ

れ
た
。
現
在
、
当
事
業
は

当
初
の
計
画
か
ら
変
更
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

及
び
当
該
事
業
地
に
お
い

て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
新

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
を
伺
う
。

が
負
担
す
る
。
②
５
町
全
体

で
は
、
延
べ
１
４
８
人
（
２
５

０
日
）
で
、
内
訳
は
、
王
寺
町

４９
人（

８３
日
）、
平
群
町

１８
人

（
２８
日
）、三
郷
町

３２
人（
６１
日
）、

斑
鳩
町

４２
人（

７０
日
）、
上
牧

町
７
人（
８
日
）と
な
っ
て
い
る
。

　

尚
、
い
ち
ご
ル
ー
ム
の
事
前

登
録
者
数
は
、
５
町
全
体
で

は
、
３
１
９
人
で
、
そ
の
う
ち

王
寺
町
は
93
人
と
な
っ
て
い

る
。
③
毎
年
４
月
に
全
戸
配

布
し
て
い
る
「
保
健
行
事
予

定
表
」
に
問
合
せ
先
等
を
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、
役
場
の

町
長　

県
は
、
平
成

３０
年
５
月
に
平
成
緊

急
内
水
対
策
事
業
を
立
ち

上
げ
、
令
和
元
年
５
月
に
、

葛
下
地
区
が
候
補
地
と
し

て
選
定
さ
れ
た
。
こ
の
事
業

は
現
在
、
町
が
事
業
主
体

と
し
て
県
に
工
事
発
注
や

監
督
業
務
等
を
委
託
。
工
事

規
模
は
当
初
、

３０
分
の
１
降

雨
確
率
規
模
の
貯
留
容
量

２
万
１
千
㎥
の
貯
留
池
と
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
を
含
め
、

全
体
事
業
費
５
億
２
千
８

０
０
万
円
（
う
ち
町
負
担
額

３
億
４
千
８
０
０
万
円
）
で

あ
っ
た
が
、
降
雨
確
率
規
模

の
見
直
し
に
よ
り
、
本
町
で

は
、

５０
分
の
１
降
雨
確
率
規

模
相
当
の
３
万
２
千
７
０
０

㎥
へ
増
強
。
こ
の
結
果
、
全

体
事
業
費

１１
億
７
千
万
円

（
う
ち
町
負
担
額
３
億
５
千

４
０
０
万
円
）
と
な
り
、
町

の
実
質
負
担
額
は
当
初
か

ら
６
０
０
万
円
の
増
額
。
進

捗
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年

に
用
地
取
得
、
令
和
２
年
に

詳
細
設
計
、
令
和
３
年

１０

月
か
ら
本
体
工
事
に
着
手
、

令
和
５
年
度
末
の
完
成
を

目
指
す
。

　

今
後
、
大
和
川
が
特
定

都
市
河
川
に
指
定
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
大
き
な

財
政
的
効
果
が
期
待
で
き

る
。
新
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
貯
留
池
底
面
を
利

用
、
コ
ー
ト
６
面
、
う
ち
２

楠本 勝 議員
（無所属）

①
各
町
が
負
担
す
る
運
営

費
用
（
令
和
３
年
度
当
初

予
算
額
） 

②
令
和
２
年
１
月

か
ら
令
和
３
年

１０
月
末
ま

で
の
利
用
者
数 

③
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
以
外
の

住
民
周
知
方
法

住
民
福
祉
部
長　

本

町
で
は
、
特
殊
詐
欺

の
ほ
か
悪
徳
商
法
に
よ
る

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
消
費
者
行
政
の
取
組
み

と
し
て
、
消
費
生
活
相
談
、

消
費
者
教
育
と
し
て
の
出

前
講
座
、
防
犯
電
話
購
入

補
助
を
実
施
。
ま
た
、
本

町
に
お
け
る
見
守
り
体
制

と
し
て
は
、
王
寺
町
見
守
り

ネ
ッ
ト
が
平
成

３１
年
３
月

か
ら
開
始
さ
れ
、
町
内
の

協
力
業
者
の
皆
様
と
と
も

に
地
域
の
見
守
り
活
動
を

本
町
で
は
、
協
力
事

業
者
と
の
間
で
王
寺

町
高
齢
者
・
見
守
り
協
力

事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

定
を
締
結
し
、
地
域
の
高

齢
者
等
、
要
支
援
者
の
見

守
り
活
動
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
、
こ
の
見
守

り
活
動
を
さ
ら
に
強
化
す

る
た
め
に
消
費
者
安
全
確

保
地
域
協
議
会
を
設
置
す

る
お
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

総
務
部
理
事　
「
非

核
平
和
ポ
ス
タ
ー

展
」
は
平
成

２３
年
度
か
ら

開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
広
島
平
和
記
念
資
料
館
」

に
無
償
で
原
爆
展
・
平
和

学
習
資
料
を
借
用
し
、
広

く
町
民
へ
平
和
の
大
切
さ

を
伝
え
、
平
和
を
守
る
心

「
非
核
平
和
ポ
ス
タ
ー
展
」
の
充
実

消
費
者
支
援
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
）

広
島
平
和
記
念
資
料
館
に
加
え
、
奈
良
県

立
図
書
情
報
館
の
資
料
の
借
受
け
を
検
討

近
郊
自
治
体
の
現
状
調
査
の
上
、
協
議

会
設
置
の
有
効
な
運
用
方
法
を
確
認

の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
写
真

パ
ネ
ル
の
展
示
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
上
映
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
３
年
は
、
い
ず
み
ス

ク
エ
ア
の
い
ず
み
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
お
い
て
、
原
爆
に

よ
る
悲
惨
な
状
況
を
被
爆

者
自
ら
描
い
た
絵
（
複
製
）

を
３０
枚
展
示
す
る
と
と
も

に
、
広
島
平
和
記
念
資
料

館
の
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー
で

上
映
さ
れ
て
い
る
被
爆
者

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
証

言
映
像
や
被
爆
直
後
に
撮

多
く
の
方
々
に
戦
争

の
悲
惨
さ
、
残
酷
さ

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
改
め

て
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
す
る
た
め
、

毎
年
８
月
に
「
非
核
平
和

ポ
ス
タ
ー
展
」
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー

展
は
、
広
島
平
和
記
念
資

料
館
か
ら
お
借
り
し
た
パ

ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
上
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
広
く
住
民
皆
様
か
ら

戦
争
の
遺
品
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
展
示
す
る
こ
と

で
「
非
核
平
和
ポ
ス
タ
ー

展
」
の
更
な
る
充
実
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
。

影
さ
れ
た
映
像
が
収
録
さ

れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
及
び
小
学
生

以
上
向
け
の
ア
ニ
メ
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
上
映
を
行
っ
た
。
非

核
平
和
に
か
か
る
写
真
パ

ネ
ル
展
等
に
つ
い
て
は
、

本
町
を
含
む
北
葛
城
郡
、

生
駒
郡
の
近
隣
６
町
で
同

様
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
遺
品
の
展
示

に
つ
い
て
は
、
河
合
町
、

平
群
町
、
三
郷
町
の
３
町

が
実
施
し
て
い
る
。
戦
争

の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ

を
特
に
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
に
伝
え
る
た
め
に
も

遺
品
等
の
展
示
は
有
効
と

考
え
る
。

　

な
お
、
遺
品
等
の
収
集

に
つ
い
て
は
、
県
立
図
書

情
報
館
に
お
い
て
、
５
万

点
以
上
の
戦
中
戦
後
の
体

験
に
関
す
る
実
物
資
料
を

所
有
し
公
開
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
従
来
の
非
核

平
和
ポ
ス
タ
ー
展
の
開
催

に
あ
わ
せ
た
遺
品
等
の
展

示
に
向
け
、
資
料
の
借
受

け
の
可
能
性
を
含
め
て
検

討
す
る
。

北村 達夫 議員
（無所属）

藤
井
地
区
の
下
水
道

事
業
の
進
捗
と
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
設
置
替

又
は
構
造
変
更
に
係
る
費

用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

住
民
福
祉
部
長　

当

時
の
自
治
会
長
に
対

し
て
下
水
道
整
備
の
経
緯

等
を
説
明
し
、
相
談
し
た

が
、
自
治
会
員
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
難
し
い
と
の

回
答
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
、

下
水
道
整
備
に
関
す
る
要

望
は
な
い
。
水
環
境
の
保

全
の
た
め
に
も
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
又
は
下

水
道
整
備
が
必
要
。
ま
ず
、

早
急
に
住
民
の
意
向
を
確

認
し
、
下
水
道
整
備
を
望

ま
れ
な
い
場
合
に
は
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
替

え
に
係
る
費
用
助
成
を
実

施
す
る
。

若林 かずみ 議員
（無所属）

小山 郁子 議員
（日本共産党）

面
を
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
が
で

き
る
多
目
的
コ
ー
ト
と
し
、

管
理
棟
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、

ナ
イ
タ
ー
設
備
等
を
整
備

予
定
。
事
業
費
は
総
額
約

２
億
２
千
万
円
を
想
定
。
工

事
は
令
和
６
年
度
末
の
完

成
、
７
年
度
に
供
用
開
始
予

定
。
現
在
の
泉
の
広
場
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
防
災
公
園
整

備
の
た
め
令
和
５
年
で
撤

去
、
仮
設
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

閉
校
と
な
る
王
寺
小
学
校

の
グ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
、
令

和
４
年
度
中
に
整
備
予
定
。

子
育
て
支
援
課
、
保
健
セ
ン

タ
ー
等
の
窓
口
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
設
置
し
、
町
立
幼
稚
園
、

小
学
校
、
町
内
保
育
所
等
に

も
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
町

内
の
小
児
科
に
も
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
設
置
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
利
用
時
に
必
要
と

な
る
「
医
師
連
絡
票
」
の
作

成
な
ど
の
協
力
も
お
願
い
し

て
い
る
。

　

保
護
者
が
安
心
し
て
子
育

て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
、
関
係
５
町

が
連
携
し
運
営
す
る
。

実
施
。
消
費
者
安
全
確
保

地
域
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

協
議
会
設
置
の
役
割
や
効

果
、
町
内
で
特
殊
詐
欺
被

害
が
発
生
し
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
町
に

お
い
て
も
当
協
議
会
を
設

置
す
る
こ
と
も
有
効
と
考

え
る
。
具
体
的
な
仕
組
み

づ
く
り
の
進
め
方
と
し
て
、

福
祉
分
野
に
お
け
る
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の

王
寺
町
見
守
り
ネ
ッ
ト
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
拡

充
し
て
協
議
会
を
設
置
す

る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
と
考

え
る
。
ま
ず
は
、
類
似
の

消
費
生
活
環
境
に
あ
る
大

阪
市
近
郊
の
自
治
体
の
現

状
な
ど
を
調
査
し
て
、
協

議
会
設
置
の
有
効
な
運
用

方
法
を
確
認
す
る
。
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